
（１）令和８年度の保険料率について
　医療分

　子ども分

＊１　前年の総所得金額等から基礎控除額（合計所得金額が2,400万円以下の場合43万円）を差し引いた額

　子ども分

　医療分

保険料は、被保険者一人ひとりについて計算され、所得に応じて負担する「所得割額」と、被保険者が等し
く負担する「均等割額」の合計になります。令和８年度から『子ども・子育て支援金制度』が創設され、

保険料はこれまでの「医療分」と「子ども・子育て支援納付金」（以下「子ども分」という）で構成されています。
令和８年度の保険料は、７月中にお届けする保険料額決定通知書でご確認ください。

（２）令和８年度保険料の軽減措置について

▽所得が低い方の軽減…同一世帯内の被保険者および世帯主の所得額の合計に応じて、均等割額の軽減が受けら
れます。令和８年度は次のとおりとなります。

＊２　年金・給与所得者の数…次のいずれかの条件を満たす方の合計数のことで、２人以上いる世帯に適用します。
　　　 ▽給与等収入金額が55万円を超える方
　　　 ▽（65歳未満）公的年金等収入金額が60万円を超える方／（65歳以上）公的年金等収入金額が125万円を超え

る方

▽被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　後期高齢者医療に加入してから２年間は、均等割額が５割軽減されます。所得割額の負担はありません。
＊被用者保険とは、会社員等の被雇用者が加入する健康保険です。
＊世帯の所得が低い方は、より高い均等割額の軽減（医療分7.2割、子ども分７割）が受けられます。

　災害、倒産、失業など特別な事情によって納付が困難な場合は、申請によって保険料の減免等が認められ
ることがありますので、ご相談ください。

問い合わせ先…国保年金課　内線2346／青森県後期高齢者医療広域連合　℡017-721-3821

世 帯 の 所 得 額 の 合 計 軽減割合
43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数（＊２）−１）以下の場合 7.2割
43万円＋（31万円×被保険者の数）＋10万円×（給与所得者等の数（＊２）−１）以下 ５割
43万円＋（57万円×被保険者の数）＋10万円×（給与所得者等の数（＊２）−１）以下 ２割

世 帯 の 所 得 額 の 合 計 軽減割合
43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数（＊２）−１）以下の場合 ７割
43万円＋（31万円×被保険者の数）＋10万円×（給与所得者等の数（＊２）−１）以下 ５割
43万円＋（57万円×被保険者の数）＋10万円×（給与所得者等の数（＊２）−１）以下　 ２割

 １　保険料

均 等 割 額
［被保険者全員が納める額］

均 等 割 額
［被保険者全員が納める額］

所 得 割 額
［所得に応じて納める額］

所 得 割 額
［所得に応じて納める額］

保 険 料 額
限度額85万円

保 険 料 額
限度額21,000円

＋

＋

＝

＝

基礎控除後の所得（＊１）×9.0％

基礎控除後の所得（＊１）×0.2％

50,500円

1,300円

 ２　保険料の減免等

後期高齢者医療保険料について
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